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11 月になりました。 

7 月、8 月、9 月、10 月と 4 か月が終了しました。と言う事は年度の 3 分の１が過ぎました。 

皆さんのクラブでは、当初立てていただいた目標に向かって進んでいると思います。 

私も、各クラブの公式訪問を無事全クラブ終了し、皆様のお陰で地区大会も終える事が出来ま 

した。これからは、本格的にガバナーの仕事に専念したいと思っています。 

皆さんのクラブ公式訪問で感じたことは、楽しみながらの奉仕活動をやられている事です。そして、

今年度もたくさんの奉仕活動を計画されていて素晴らしい事だと感じています。 

でも、一番心配なのは、会員増強です。楽しみながら沢山の奉仕活動をしているにもかかわらず、 

それが一般の方々になかなか伝わっていない様に感じました。 

ロータリークラブは世界で、地域で良い事をしよう！！  と集まったクラブです。 

何故、一般の方々に伝わらないのでしょうか？ 

提案です。 

これからの奉仕活動は、ロータリアンだけではなく、一般の方々とも一緒に活動してみたら如何で

しょうか？私達のエネルギーは限られています。時間、使える資金、労力。でも、参加者を増やせば

エネルギーは増えます。沢山の方々と活動することは、いつもよりエネルギーが増えます。大きな

規模になります。一般の方々に知ってもらえる機会が増えます。そして、いっしょになった方々に

ロータリーの話をしてみましょう。私達ロータリークラブはイメージを変える必要があると思いま

す。地域に根差した活動で、一般の方々にアピールする必要があります。これから計画されている

奉仕活動を実施するときは、仲間を増やして実行してみましょう。そして、ロータくんも呼んで、 

一緒に奉仕活動をしましょう。そして、ロータリーの友にもどんどん投稿をお願いします。 
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築舘ガバナー公式訪問、４回目の報告となります。今回は、９月４日の東北ロータリークラブさ

んから９月１９日の平賀・尾上ロータリークラブさんまでの７クラブの報告となります。今回の訪

問では、峯雅夫ガバナー補佐（東第１G）・吉田敏宏ガバナー補佐（東第２G）・工藤孝子ガバナー補

佐（西第２G）に同行して頂きました。 

カレンダーは 9 月となりましたが、まだまだ暑い日が続く毎日となりました。訪問させて頂いた、

各クラブの皆さんとの集合写真やロータくんとの写真をあらためて見ると、笑顔が溢れています。

「和気満堂」を感じる場面となりました。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー公式訪問 （9 月 4 日～9 月 19 日） 

◆東北ロータリークラブ 9 月 4 日 

 

 

 

 

▲岡山会長（右）蛯沢幹事 
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◆十和田八甲ロータリークラブ 9 月 6 日 

 

 

 

 

▲クラブ協議会（十和田八甲ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

◆十和田東ロータリークラブ 9 月 7 日 

 

 

 

 

▲白濵会長とロータくん 
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▲左から蛯名会長、ロータくん、伊東幹事 

 

 

 

 

 

◆おいらせロータリークラブ 9 月 13 日 

 

 

 

 

▲会長・幹事面談（おいらせロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

 ◆三沢東ロータリークラブ 9 月 14 日 
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◆弘前西ロータリークラブ 9 月 19 日 

 

 

 

 

▲クラブ協議会（弘前西ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

◆平賀・尾上ロータリークラブ 9 月 19 日 

 

 

 

 

▲今会長挨拶（平賀・尾上ロータリークラブ） 
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地区大会実行委員長  妻神和憲 

 

 晩秋の候、皆様におかれましてはますますご清祥の事とお慶び申し上げます。 

 さて、国際ロータリー第 2830 地区 2023−24 地区大会は 2023 年 10 月 21 日金曜日の午

前の記念ゴルフ大会開催を皮切りに、八戸市公会堂を会場に、21 日土曜日、22 日日曜日と多く

の地区ロータリアンの参加を頂き、盛大に執り行われました。 

 ご参加頂きました各地区のロータリアンの皆様、誠にありがとうございました。 

RI 会長代理による現況報告、地区委員による事業報告、講演、また大懇親会における料理やお酒と

楽しんで頂けましたでしょうか。 

 開催を進めるにあたり、ホストクラブである八戸ロータリークラブは早い段階から準備を進めて

参りましたが、いざ開催日が迫ってくると様々な部分で準備の遅れが目立ち、皆様方を迎えるに当

たり、最後まで準備に欠けているものはないか不安な部分もありましたが、細かい部分での落ち

度、失敗点があったにせよ、概ね大きな支障を出さずに大会を最後までやり遂げられたことは、皆

様方の暖かいご支援、ご協力のおかげと感謝致しております。 

 開催をするに当たり、築舘ガバナーのお考えは「八戸クラブが地区大会をプロデュースして全て

をやりきるのではなく、南グループ各クラブの方に参加してもらいグループ全体で大会を作り上げ

てほしい」との意見を頂き、随所随所において南グループ各クラブの方々からお手伝いを頂きまし

た事、心より御礼申し上げます。 

 八戸東ＲＣには記念ゴルフ大会の企画・運営をお願いし、天気の心配もあった中、素晴らしいゴ

ルフコンペにしていただき、ありがとうございました。 

 他クラブの方々におかれては、22 日日曜日の開場前の早い時間からお集まりいただき、特別記

念講演さかなクン観覧希望の一般市民の開場整備に関して、市民の誘導・安全を担保するためのお

手伝いをしていただきましたこと感謝申し上げます。 

 このように、この度の地区大会は南グループの協力の下、作り上げることができた大会であった

と思っております。 

 大会を終え、皆様方から様々なお声を頂戴しております。 

一番には 2 つの講演についてです。 

大会 1 日目の記念講演 大類隼人氏の「日本人として。13 年の途上国支援の経験と、平和を世界

に作る意味。」は聴講された多くのロータリアンが感激し、涙を流し感動する姿が見受けられまし

た。 

 2 日目のさかなクンですが、1,000 名を超える市民が訪れ、彼の楽しい会話に魅了され、つめ

かけた多くの子供たちが元気いっぱいで会場が明るい笑い声と笑顔で満たされました。 

まさに地区スローガンに謳っている「和気満堂」を体現できたと実感しております。 

 この度の大会を企画するに当たって、我々はコロナ下で停滞し今ようやく世の中が正常化して来

ている中、旧態依然とした部分を少し変化させることに挑戦してみようと考え、2 つの取り組みに

挑戦いたしました。「プログラムのデジタル化」と「協賛広告」です。 

地区大会を終えて 
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どちらの取り組みも賛否がいろいろと分かれることだと思いますが、時代の変化に伴い挑戦せざる

を得ないことだと思い進めました。 

 SDGs も鑑みれば、本大会期間中のみ使用し、その後捨てられるのがほとんどのプログラムを製

本化する必要があるのだろうか？だったら思い切ってデジタル化をして皆さんの反応を見てみよう

と言うのが最初の考えでした。多くの方からは好評を得ておりますが、デジタルを使えない人に取

っては大変だったかもしれませんのでその方々には紙媒体をご用意して対応いたしました。 

 協賛広告については様々なご意見、賛否があったと思われます。ただ一つ、今回の大会を運営す

るにあたり企画したものを遂行するには地区からの資金と会費収入だけではこの物価高騰の中、ガ

バナーがやりたいことをやらせる為には必要なものでした。 

 

私は、ロータリーのリーダーは毎年単年度で変わりますので、その年その年によって様々な地区

大会、ガバナーの特徴が出される地区大会が繰り広げられて行くことが、飽き足らない、「今年は

どんな地区大会がみられるだろう」と参加ロータリアンが興味を持ち、大会に足を運ぶきっかけに

なるのではないかと考えております。 

 

この大会においても不行き届きな部分、ご不便な部分があったかもしれませんが、ロータリーの

友情、そして寛容の精神に準じてお許し願えればと存じます。 

 

「 和 気 満 堂 」 
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